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◆『
形
成
的
表
現
か
ら
平
和
へ

｜

美
術
教
育
私
論

　

 

｜

』
を
二
月
二
十
六
日
よ
り
発
売

　

日
本
の
美
術
教
育
理
論
の
構
築
を
め
ざ
す
本

書
は
、
イ
メ
ー
ジ
を
も
と
に
し
た
造
形
表
現
と

い
う
独
自
性
を
も
っ
た
教
科
の
特
徴
と
、
表
現

に
よ
る
人
間
形
成
と
い
う
形
成
的
表
現
の
構
造
、

そ
し
て
平
和
を
め
ざ
す
美
術
教
育
へ
の
道
筋
を

明
ら
か
に
し
て
い
る
。

◆『
藤
田
嗣
治
の
絵
画
技
法
に
迫
る
：
修
復
現
場

　

か
ら
の
報
告
』
を
二
月
二
十
六
日
よ
り
発
売

　

一
九
二
〇
年
代
の
パ
リ
画
壇
で
寵
児
と
な
っ
た

藤
田
嗣
治
が
創
出
し
た
独
特
な「
乳
白
色
」。
自
ら

の
代
名
詞
と
も
い
え
る
こ
の
色
彩
技
法
を
秘
密
に

し
た
ま
ま
、藤
田
は
こ
の
世
を
去
っ
た
。
本
書
は
、

こ
れ
ま
で
謎
で
あ
っ
た
藤
田
の
絵
画
技
法
の
解
明

を
め
ざ
す
、
世
界
で
も
例
の
な
い
試
み
で
あ
る
。

◆『
サ
ラ
ウ
ン
ド
入
門
』
を
三
月
九
日
よ
り
発
売

　

本
書
は
、
映
画
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
デ
ジ
タ
ル
放
送

な
ど
に
お
け
る
新
し
い
音
響
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
と

し
て
採
用
さ
れ
て
い
る
「
サ
ラ
ウ
ン
ド
制
作
」

に
つ
い
て
書
か
れ
た
実
践
的
な
解
説
書
。
基
礎

的
な
理
論
か
ら
実
際
の
制
作
現
場
で
役
に
立
つ

実
践
的
な
例
ま
で
、
幅
広
い
内
容
を
三
人
の
著

者
が
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
る
。

◆
Ｃ
Ｄ『
東
京
藝
大
チ
ェ
ン
バ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
』

　

を
三
月
九
日
よ
り
発
売

　

二
〇
〇
九
年
二
月
に
千
住
キ
ャ
ン
パ
ス
ス
タ

ジ
オ
で
お
こ
な
わ
れ
た
ヨ
ハ
ネ
ス
・
マ
イ
ス
ル

指
揮
／
東
京
藝
大
チ
ェ
ン
バ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

の
演
奏
を
収
録
し
た
Ｃ
Ｄ
。

　

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
で
ウ
ィ
ー
ン
音
大
の
教

授
で
も
あ
る
マ
イ
ス
ル
氏
と
、藝
大
の
若
い
ヴ
ィ

ル
ト
ゥ
オ
ー
ソ
た
ち
に
よ
る
熱
演
が
楽
し
め
る
。

［
収
録
曲
］
ハ
イ
ド
ン : 

交
響
曲
第
四
十
四
番
ホ
短
調
「
悲

し
み
」　

シ
ェ
ー
ン
ベ
ル
ク : 

室
内
交
響
曲
第
一
番　

メ

ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン : 

交
響
曲
第
一
番
ハ
短
調

◆『
い
ま
天
心
を
語
る
』を
三
月
十
二
日
よ
り
発
売

　

天
心
が
い
ま
に
残
し
た
多
く
の
遺
産
に
、
平
山

郁
夫
、
高
階
秀
爾
ら
各
界
の
論
者
が
多
角
的
・
多

元
的
に
切
り
こ
ん
だ
渾
身
の
書
。
多
く
の
新
た
な

知
見
が
示
さ
れ
た
刺
激
的
な
討
論
が
全
収
録
さ
れ

て
い
る
。
未
来
へ
の
布
石
と
な
る
べ
き
注
目
の
書
。

◆『
伝
統
の
イ
タ
リ
ア
語
発
音
』を

　

三
月
十
二
日
よ
り
発
売

　

本
書
は
、
オ
ペ
ラ
・
歌
曲
を
歌
う
た
め
の
イ

タ
リ
ア
語
発
音
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
作
成
さ

れ
た
Ｃ
Ｄ
二
枚
付
の
テ
キ
ス
ト
と
な
っ
て
い
る
。

　

イ
タ
リ
ア
語
の
韻
文
の
伝
統
に
則
っ
た
発
音

を
、
母
音
、
子
音
の
そ
れ
ぞ
れ
の
音
か
ら
オ
ペ

ラ
の
詩
句
ま
で
、
Ｃ
Ｄ
に
従
え
ば
、
イ
タ
リ
ア

語
の
知
識
の
有
無
に
拘
ら
ず
、ま
た
独
学
で
あ
っ

て
も
修
得
で
き
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
。

◆
楽
譜 

歌
劇
『
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ゾ
ス
』
を

　

三
月
十
八
日
よ
り
発
売

　

台
本
は
中
嶋
敬
彦
、
作
曲
は
佐
藤
眞
の
手
に
な

る
こ
の
版
は
、創
作
ジ
ン
グ
シ
ュ
ピ
ー
ル
台
本
と
、

そ
の
作
曲
部
分
の
楽
譜
を
合
冊
と
し
た
も
の
。

　

こ
の
台
本
の
意
図
を
汲
み
取
り
、
佐
藤
眞
が
現

代
作
曲
技
法
の
限
り
を
尽
く
し
て
曲
作
り
を
し
た

こ
の
新
し
い
試
み
は
、
音
楽
の
専
門
家
だ
け
で
な

く
、
広
く
音
楽
の
愛
好
家
に
対
し
て
、
音
楽
創
造

と
音
楽
表
現
・
享
受
の
場
で
多
く
の
示
唆
を
与
え

る
こ
と
だ
ろ
う
。

◆
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
邦
楽
で
綴
る
『
平
家
の
物
語
』

　
〈
後
編
〉」
を
三
月
十
五
日
よ
り
発
売

　

邦
楽
の
古
典
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
『
平

家
物
語
』
を
テ
ー
マ
に
、
音
楽
学
部
邦
楽
科
と

美
術
学
部
が
協
力
し
て
作
り
上
げ
る
「
和
楽
の

美
」
公
演
。

　

本
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
、『
平
家
物
語
』
を
題
材
と
し
た

数
々
の
邦
楽
古
典
曲
と
『
平
家
物
語
』
に
ち
な

ん
で
創
作
し
た
曲
を
物
語
順
に
構
成
し
、
各
曲

間
を
語
り
で
分
か
り
や
す
く
結
ん
だ
「
邦
楽
で

綴
る
『
平
家
の
物
語
』」
完
結
編
。

◆
Ｄ
Ｖ
Ｄ「
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
専
攻 

第
一
期
生
修
了

　

作
品
集2010

」を
三
月
十
九
日
よ
り
発
売

　

二
〇
〇
八
年
春
、横
浜
に
誕
生
し
た
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
専
攻
。
二
年
を
経
て
初
め
て
の
修
了
制

作
十
一
作
品
を
収
録
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
完
成
し
た
。

　

若
く
未
完
成
な
が
ら
も
独
創
性
に
富
ん
だ

十
一
の
視
点
で
、
学
生
た
ち
が
二
年
間
を
費
や

し
て
探
求
し
た
「
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
表
現
と
の

対
話
」。
そ
の
成
果
と
し
て
生
ま
れ
た
短
編
作
品

群
は
、耳
慣
れ
た「
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
」の
イ
メ
ー

ジ
か
ら
私
た
ち
を
軽
々
と
解
放
し
て
、
よ
り
自

由
で
広
大
な
「AN

IM
ATIO

N

」
表
現
の
ス
テ
ー

ジ
を
予
感
さ
せ
る
。

◆『
応
挙
・
呉
春
・
蘆
雪　

円
山
・
四
条
派
の

　

画
家
た
ち
』
を
六
月
十
八
日
よ
り
発
売

　

本
書
は
、
本
学
名
誉
教
授
、
故
山
川
武
の
研

究
著
作
か
ら
中
心
的
研
究
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
円

山
四
条
派
に
関
す
る
論
考
、
と
く
に
円
山
応
挙
、

呉
春
、
長
沢
蘆
雪
の
三
人
の
画
家
に
つ
い
て
の

論
考
を
再
編
集
し
た
も
の
。

　

江
戸
絵
画
の
研
究
者
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
か

ら
研
究
を
は
じ
め
よ
う
と
し
て
い
る
学
生
に

と
っ
て
必
読
の
書
と
い
え
る
。

　

東
京
藝
術
大
学
出
版
会
の
出
版
物
等
は
、
本

学
藝
大
ア
ー
ト
プ
ラ
ザ
、
ア
マ
ゾ
ン
（
ネ
ッ
ト

販
売
）
お
よ
び
一
般
書
店
に
て
取
り
扱
っ
て
お

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
藝
大
ア
ー
ト
プ
ラ
ザ

（
〇
五
〇
―
五
五
二
五
―
二
一
〇
二
）
ま
で

◆
大
学
間
国
際
交
流
協
定
締
結

　

四
月
一
日
、
ロ
イ
ヤ
ル
ア
カ
デ
ミ
ー
ス
ク
ー
ル

ズ（
イ
ギ
リ
ス
）と
本
学
大
学
院
美
術
研
究
科
は
、

美
術
に
関
す
る
交
流
を
深
め
る
と
と
も
に
、
教

育
及
び
研
究
に
関
す
る
協
力
を
行
う
こ
と
に
合

意
し
、
芸
術
国
際
交
流
協
定
を
締
結
し
た
。

　

六
月
十
七
日
、ナ
ン
ト
芸
術
大
学
（
フ
ラ
ン
ス
）

と
本
学
大
学
院
美
術
研
究
科
は
、
美
術
に
関
す

る
交
流
を
深
め
る
と
と
も
に
、
教
育
及
び
研
究

に
関
す
る
協
力
を
行
う
こ
と
に
合
意
し
、
芸
術

国
際
交
流
協
定
を
締
結
し
た
。

 

こ
れ
ら
の
調
印
に
よ
り
、
本
学
に
お
け
る
交
流

協
定
締
結
校
は
、
十
六
か
国
（
地
域
）、
四
十
六

大
学
等
と
な
っ
た
。

◆
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
ア
ジ
ア
・
芸
術
の
創
造

　

―
芸
術
大
学
の
役
割
―
」
を
開
催

　

五
月
十
九
日
、
音
楽
学
部
第
六
ホ
ー
ル
に
て

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
ア
ジ
ア
・
芸
術
の
創
造
―
芸

術
大
学
の
役
割
―
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
中
国
・
台
湾
・
韓
国
で

芸
術
教
育
に
携
わ
っ
て
い
る
計
十
一
大
学
十
三

名
の
元
留
学
生
を
招
聘
し
、
国
内
外
の
芸
術
系
大

学
と
の
国
際
連
携
事
業
や
元
留
学
生
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
強
化
事
業
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
ア

ジ
ア
に
お
け
る
芸
術
の
創
造
を
進
め
て
い
く
た

め
に
必
要
な
芸
術
大
学
の
役
割
に
つ
い
て
討
論

が
行
わ
れ
た
。

2010.02
—2010.07
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◆
北
川
原
温
教
授
が「
日
本
芸
術
院
賞
」を
受
賞

　

三
月
十
八
日
、「
中
村
キ
ー
ス
・
ヘ
リ
ン
グ
美

術
館
」
を
建
築
し
た
業
績
が
認
め
ら
れ
、
美
術
学

部
建
築
科
の
北
川
原
温
教
授
が
、
日
本
芸
術
院
賞

を
受
賞
し
た
。
な
お
、
授
賞
式
は
五
月
三
十
一
日

に
行
わ
れ
た
。

◆
北
野
武
特
別
教
授
が
フ
ラ
ン
ス
芸
術
文
化
勲
章

　
「
コ
マ
ン
ド
ー
ル
章
」を
受
章

　

三
月
九
日
、「
映
画
監
督
と
し
て
だ
け
で
は
な

く
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
に
お
い
て
自
由
さ
を

持
っ
て
も
の
つ
く
り
を
進
め
る
直
感
的
な
才
能
を

持
っ
て
い
る
」
と
評
さ
れ
、
大
学
院
映
像
研
究
科

映
画
専
攻
の
北
野
武
特
別
教
授
が
、
フ
ラ
ン
ス
芸

術
文
化
勲
章
の
最
高
章
で
あ
る
「
コ
マ
ン
ド
ー
ル

章
」
を
受
章
し
た
。

◆
藤
幡
正
樹
教
授（
大
学
院
映
像
研
究
科
長
）が

　
「
第
六
十
回
芸
術
選
奨
文
部
科
学
大
臣
賞
」を
受
賞

　

作
品
「S

im
ultaneous E

chos2009

・

a  “Field

‐w
ork”  in Londonderry

」や
教
育
分

野
で
の
取
り
組
み
、
執
筆
活
動
等
が
認
め
ら
れ
、

三
月
十
九
日
、
大
学
院
映
像
研
究
科
メ
デ
ィ
ア
映

像
専
攻
の
藤
幡
正
樹
教
授
が
、
第
六
十
回
芸
術
選

奨
の
メ
デ
ィ
ア
芸
術
部
門
に
お
い
て
文
部
科
学
大

臣
賞
を
受
賞
し
た
。

◆
植
田
一
穂
准
教
授
が
M
O
A
美
術
館
賞
を
受
賞

　

六
月
十
二
日
、
美
術
学
部
絵
画
科
日
本
画
の
植

田
一
穂
准
教
授
の
作
品
「
夏
の
花
」
が
、
Ｍ
Ｏ
Ａ

岡
田
茂
吉
賞
の
絵
画
部
門
に
お
い
て
Ｍ
Ｏ
Ａ
美

術
館
賞
を
受
賞
し
た
。

◆
東
京
藝
術
大
学
が「
最
優
秀
学
校
賞
」を
受
賞

　

ク
ロ
ア
チ
ア
で
開
催
さ
れ
た
第
二
十
回
ザ
グ

レ
ブ
国
際
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

に
お
い
て
六
月
六
日
、
学
生
部
門
に
学
生
三
名
の

作
品
が
公
式
出
品
さ
れ
る
な
ど
、
本
学
大
学
院

映
像
研
究
科
に
お
け
る
人
材
養
成
が
高
く
評
価

さ
れ
、
東
京
藝
術
大
学
に
最
優
秀
学
校
賞
（Best 

Anim
ation School

）
が
贈
ら
れ
た
。

◆
平
成
二
十
一
年
度
卒
業
式

　

三
月
二
十
五
日
、
奏
楽
堂
に
て
平
成
二
十
一

年
度
卒
業
式
が
挙
行
さ
れ
た
。
式
は
杉
木
峯
夫

教
授
と
器
楽
科
学
生
に
よ
る
「
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー

レ
」
の
華
々
し
く
荘
厳
な
響
き
で
幕
を
開
け
、

続
い
て
宮
田
学
長
か
ら
卒
業
生
、
修
了
生
の
総

代
に
学
位
記
が
授
与
さ
れ
た
。
そ
の
後
壇
上
で

は
、
邦
楽
科
の
教
員
・
学
生
に
よ
る
慶
祝
に
満

ち
た
演
奏
が
奏
で
ら
れ
る
な
か
、
作
務
衣
に
着

替
え
た
宮
田
学
長
が
改
め
て
登
壇
し
、
縦
横
約

二
メ
ー
ト
ル
の
特
製
パ
ネ
ル
に
「
忠
」
の
文
字

を
揮
毫
し
た
。

　

学
長
は
、「
忠
」
を
「
自
分
の
ま
ご
こ
ろ
や
他

人
を
思
い
や
る
心
な
ど
、
人
間
関
係
に
一
番
必

要
で
不
可
欠
な
も
の
を
表
す
字
」
と
説
明
す
る

と
と
も
に
、
愛
の
心
、
人
と
の
出
会
い
の
心
を

備
え
た
豊
か
な
生
き
方
の
で
き
る
人
に
な
っ
て

く
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
と
述
べ
、
大
学
を

巣
立
つ
若
者
た
ち
を
激
励
し
た
。

◆
平
成
二
十
二
年
度
入
学
式

　

四
月
五
日
、
奏
楽
堂
に
て
平
成
二
十
二
年
度

入
学
式
が
挙
行
さ
れ
た
。

　

邦
楽
科
教
員
が
奏
で
る
「
春
の
海
」
の
典
雅
な

箏
と
尺
八
の
調
べ
で
清
々
し
く
幕
を
開
け
、
学

長
式
辞
で
は
、
宮
田
学
長
が
、
式
辞
の
最
中
に

壇
上
で
「
響
」
と
い
う
文
字
を
揮
毫
し
、「
確
た

る
志
を
も
っ
て
集
い
、
互
い
に
向
か
い
合
い
、

励
ま
し
あ
い
、
さ
ら
に
は
互
い
に
尊
敬
し
あ
っ

て
、
日
々
を
心
豊
か
に
送
っ
て
も
ら
い
た
い
」

と
述
べ
、
大
学
生
活
の
ス
タ
ー
ト
を
切
る
学
生

た
ち
を
激
励
し
た
。

◆
学
長
と
語
ろ
う
Ⅶ

　

奏
楽
堂
ト
ー
ク
＆
コ
ン
サ
ー
ト

　

六
月
十
九
日
、
第
七
回
「
学
長
と
語
ろ
う　

奏

楽
堂
ト
ー
ク
＆
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
、
ゲ
ス
ト
に
女

優
の
鶴
田
真
由
さ
ん
を
招
い
て
開
催
さ
れ
た
。

　

第
一
部

は
「
映
像
か

ら
伝
え
ら

れ
る
も
の
」

を
テ
ー
マ

に
、
世
界
各

地
を
訪
れ

た
鶴
田
さ

ん
の
貴
重

な
体
験
が

映
像
と
と

も
に
紹
介

さ
れ
た
。
対

談
で
鶴
田
さ
ん
と
宮
田
学
長
は
、
絵
や
歌
や
も
の

づ
く
り
が
人
間
の
本
質
的
な
も
の
で
、
同
時
に
心

を
癒
す
も
の
で
あ
る
と
語
り
、
心
と
直
結
し
て
い

る
芸
術
の
力
を
確
か
め
合
う
と
と
も
に
、
人
の
心

を
育
む
芸
術
教
育
の
大
切
さ
を
訴
え
た
。

　

休
憩
を
挟
ん
だ
第
二
部
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、

湯
浅
卓
雄
准
教
授
の
指
揮
に
よ
る
藝
大
学
生

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
、
鶴
田
さ
ん
か
ら
リ
ク
エ
ス

ト
を
い
た
だ
い
た
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
交
響
曲
第
三

番
を
演
奏
し
、
熱
心
に
練
習
を
重
ね
て
き
た
美

し
い
音
色
が
奏
楽
堂
に
響
き
渡
っ
た
。

　

次
回
、
第
八
回
「
学
長
と
語
ろ
う　

奏
楽
堂

ト
ー
ク
＆
コ
ン
サ
ー
ト
」
は
、
俳
優
・
画
家
の

片
岡
鶴
太
郎
氏
を
迎
え
て
、十
一
月
二
十
日（
土
）

に
開
催
さ
れ
る
。

◆
藝
大
フ
レ
ン
ズ
加
入
者
状
況

加
入
者
数
（
平
成
二
十
二
年
七
月
三
十
一
日
現
在
）

賛
助
フ
レ
ン
ズ 

個
人
二
三
三
名　

法
人
四
団
体 

特
別
賛
助
フ
レ
ン
ズ 

個
人
一
六
名

◆
今
年
度
上
半
期
に
開
催
さ
れ
た

　

主
な
展
覧
会
、
演
奏
会
記
録

《
大
学
美
術
館
》

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

　

Part1 

朝
倉
文
夫 

朝
倉
彫
塑
館
所
蔵

　

Part2 

芸
大
コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

動
物
を
中
心
に

　

会
期　

四
月
六
日
～
六
月
六
日

　

入
場
者
数　

一
万
五
二
五
三
名

《
奏
楽
堂
》

藝
大
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ア
定
期

新
卒
業
生
紹
介
演
奏
会

　

開
催
日　

四
月
十
五
日

　

入
場
者
数　

七
四
〇
名

藝
大
21　

創
造
の
杜

ヤ
ニ
ス･

ク
セ
ナ
キ
ス

｜

音
の
建
築
家

｜

　

開
催
日　

四
月
二
十
二
日

　

入
場
者
数　

六
八
〇
名

第
四
十
二
回
藝
大
学
生
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

定
期
演
奏
会

　

開
催
日　

五
月
二
十
八
日

　

入
場
者
数　

六
四
四
名

展覧会・演奏会の最新情報は、
東京藝術大学公式 Web サイト

（http://www.geidai.ac.jp/）を
ご覧ください。

● 展覧会についてのお問い合わせ

　東京藝術大学大学美術館
　Tel. 050-5525-2200

　NTT ハローダイヤル
　Tel. 050-5777-8600

● 演奏会についてのお問い合わせ

　東京藝術大学演奏芸術センター 
　Tel. 050-5525-2300

● 演奏会チケットの取り扱い

　藝大アートプラザ 
　Tel.050-5525-2102

　ヴォートル・チケットセンター
　Tel.03-5355-1280

　チケットぴあ
　Tel. 0570-02-9999

　東京文化会館チケットサービス
　Tel. 03-5685-0650

● 藝大アートプラザのご案内

　Tel. 050-5525-2102
　Fax 03-5685-7823

第2 1号刊行にあたって

　藝大通信も21号を迎えさらな
る内容の充実をはかるため、今号
においてもリニューアルを実施し
ました。
　より藝大らしくビジュアルを全
面に押し出した「geidai gallery」
というページを新たに設け、初回
はデザイン科の中島千波教授にご
登場願い、雑誌の冒頭を華やかに
彩っていただきました。
　本誌は「謎の多い大学」と見な
されがちな東京藝術大学の「人」
にまず着目し個性的な教員や学生
を紹介していきます。次号からは
さらに「場」や「営み」に焦点を
当て、藝大がどのような大学なの
かをできるだけ多くの方々に理解
して頂けるよう「紙」ならではの
情報をいかんなく提供していきた
いと思っております。今後も企画
を検討していきますので新しい藝
大通信の展開にご期待頂きたいと
思います。

藝大通信編集長
松下 計


